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28年度

（決算）

48

（予算）

単位

24年度 25年度

③事務事業開始の経緯・事務事業の現状

12,32212,382

0

10

2229 2

0

11,734

② 事務事業の内容　※何をどのようにする事務事業なのか、市民が理解できるよう記述する、行政用語は使わない

身体障害者手帳1級、2級、3級（3級は視覚、下肢、体幹のみ）、療育手帳○A、○Aの１、○Aの２、Aの１、Aの２の等級で市内に住所

を有する方に、タクシー乗車の際に金券と同様に利用できる利用券を交付し社会参加の促進を図る。

【利用券】1枚1,000円のタクシー利用券を月2枚、年間24枚（腎臓機能障害の方でかつ、透析治療者は月8枚、年間96枚）を交付す

る。【利用方法】利用者はタクシー乗車時に券を運転手に渡し（1回につき1枚まで）、1,000円を差し引いた金額を支払う。

タクシー業者は、翌月市へ請求する。市は助成金と協力金1件150円を合わせて支払いをする。

開始時期は不詳だが、合併前より1市3町で実施さ

れていた。

平成２２年度よりタクシー業者へ支払う協力金を

300円から150円に減額した。

利用する距離によって、１回の乗車で２枚使いたい。

また500円の利用券を作ってほしいなどの声が一部

にある。
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① 事務事業の期間
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（今年度新たに取り組

む事項について記載）
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通院又は会合等のためタクシー料金を助成する。

福祉タクシー券交付者数

身体障害者手帳１級、2級、3級（下肢、視覚、体幹のみ）、療育手帳○Aの

１、○Aの２、○A、Aの１、Aの２でありかつ旭市内に住所を有するもの。

助成券を交付することにより、対象者が通院や外出等の移動に

かかわる負担費の軽減と地域生活へ参加しやすくなる。
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